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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期
第３四半期
連結累計期間

第48期
第３四半期
連結累計期間

第47期
第３四半期
連結会計期間

第48期
第３四半期
連結会計期間

第47期

会計期間

自　平成21年
５月21日

至　平成22年
２月20日

自　平成22年
５月21日

至　平成23年
２月20日

自　平成21年
11月21日

至　平成22年
２月20日

自　平成22年
11月21日

至　平成23年
２月20日

自　平成21年
５月21日

至　平成22年
５月20日

売上高（百万円） 139,052 145,166 45,552 49,785 188,991

経常利益（百万円） 4,925 4,026 1,383 1,801 6,913

四半期（当期）純利益（百万円） 2,525 1,134 953 748 3,485

純資産額（百万円） － － 18,331 19,326 19,326

総資産額（百万円） － － 71,992 76,778 72,241

１株当たり純資産額（円） － － 580.83 603.24 611.85

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
81.41 36.54 30.72 24.13 112.35

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
81.29 36.50 30.68 24.10 112.18

自己資本比率（％） － － 25.0 24.4 26.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
11,517 10,396 － － 11,627

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△2,959 △2,491 － － △3,495

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△5,354 △5,642 － － △4,873

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ －     14,365    16,662 14,421

従業員数（人） － － 783 877 769

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成23年２月20日現在

従業員数（人） 877 (816)

　（注）　従業員数は就業人員（グループ外から当社グループへの出向者を含む。）であり、臨時従業員数は当第３四半期

連結会計期間の平均雇用人数を（　）内に外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成23年２月20日現在

従業員数（人） 421    (14)

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時従業員数

は、当第３四半期会計期間の平均雇用人数を（　）内に外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【仕入および販売の状況】

(1) 仕入実績

　当第３四半期連結会計期間における仕入実績は、オフィス関連商品の販売事業の仕入高が全セグメントの仕入高

の合計に占める割合が90％超えているため、オフィス関連商品の販売事業以外の事業について重要性が乏しいこと

から、仕入実績の記載を省略しております。

　

(2) 販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績は、オフィス関連商品の販売事業の売上高が全セグメントの売上高

の合計に占める割合が90％超えているため、オフィス関連商品の販売事業以外の事業について重要性が乏しいこと

から、販売実績の記載を省略しております。

 

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況 

当第３四半期連結会計期間（平成22年11月21日～平成23年２月20日）におけるわが国経済は、引き続き企業収益が

回復基調を維持しているものの、完全失業率が高水準で推移するなど雇用環境は改善しておらず、先行き不透明な状

況で推移いたしました。オフィス用品の通販業におきましては、中小企業の収益環境の回復傾向は継続しており、引き

続き堅調に推移いたしました。

このような状況のなか当第３四半期連結会計期間は、事業活動に伴う環境負荷の最小化を目指す活動「Happy

Earth Project」を継続して取り組むと共に、当社のコピー用紙のご購入が森林再生につながる「1 box for 2

trees」を推進してまいりました。

売上高は、主に洗剤・飲料等のオフィス生活用品の売上が伸張したことや、Ｗｅｂ専用商材の拡充によりオフィス

家具が堅調に推移したことなどから、増収となりました。売上総利益についても、前述の要因により、前年同期と比較

して堅調に推移いたしました。

以上の結果、売上高は497億85百万円（前年同期比9.3％増）、売上総利益は114億65百万円（前年同期比8.8％増）

となりました。販売費及び一般管理費は、主に連結子会社アスマル株式会社の新たな個人向けサイト立ち上げに伴う

費用の増加などにより96億46百万円（前年同期比5.7％増）となったことから、営業利益は18億18百万円（前年同期

比29.3％増）、経常利益は18億１百万円（前年同期比30.2％増）となりました。また、前年同期は情報基盤強化税制の

適用により、税金費用が軽減されていたことなどから、四半期純利益は７億48百万円（前年同期比21.4％減）となり

ました。

 

(2)資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末における総資産は767億78百万円となり、前連結会計年度末と比べ45億37百万円増加

いたしました。主な要因は、第２四半期連結会計期間末よりアルファパーチェス社が連結子会社となり、30億33百万円

増加したことであります。

負債は574億52百万円となり、前連結会計年度末と比べ45億37百万円増加いたしました。主な増加要因は、当第３四

半期連結会計期間末が金融機関休業日のための「ファクタリング未払金」増加38億32百万円、アルファパーチェス社

が連結子会社となったための増加27億58百万円、「資産除去債務」の計上による増加13億10百万円であり、また返済

により「長期借入金」が37億59百万円減少したことによります。

純資産は193億26百万円となり、前連結会計年度末と比べ０百万円増加いたしました。主に四半期純利益11億34百万

円の増加、新株予約権の発行による２億６百万円の増加に対し、配当金の支払により13億96百万円減少したことなど

によります。

以上の結果、自己資本比率は24.4％（前連結会計年度末は26.3％）となりました。
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(3)キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第２四半期連結会計期

間末より１億22百万円増加し、166億62百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、前年同期と比べ５億78百万円減少し、22億64百万円となりました。これは税金等

調整前四半期純利益が16億83百万円、固定資産の減価償却費およびソフトウエア償却費９億57百万円、売上債権の

減少７億54百万円、ファクタリング未払金の増加６億39百万円等の増加要因に対し、仕入債務の減少３億58百万円、

法人税等の納付13億89百万円等の減少要因があったこと等であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、前年同期と比べ１億85百万円減少し、６億44百万円となりました。主な要因は、

「アスマル」ＥＣサイト等のソフトウエアの取得による支出５億14百万円であります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

財務活動の結果使用した資金は、10億56百万円増加し、14億93百万円となりました。主な要因は、配当金の支払４

億65百万円、借入金の返済10億19百万円であります。

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。

　なお、前四半期連結会計期間末において計画中であった、名古屋センターのマテハンシステムが平成23年２月に完

成し、稼動しております。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 169,440,000

計 169,440,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成23年２月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年４月４日）

上場金融商品取引所名
または登録認可金融商
品取引業協会名

内容

普通株式 31,189,400 31,189,400
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 31,189,400 31,189,400 ― ―

　（注）　提出日現在の発行数は、平成23年４月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の権利行使により発行

された株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

（イ）　旧商法第280条ノ20および第280条ノ21の規定に基づき当社および当社連結子会社の取締役および使用人に

発行した新株予約権は次のとおりであります。

①平成16年８月６日定時株主総会の特別決議（平成16年10月６日取締役会の決議）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成23年２月20日）

新株予約権の数（個）（注）３ 2,020

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）（注）１,２ 404,000

新株予約権の行使時の払込金額（円）（注）４ 3,559

新株予約権の行使期間
自　平成18年８月７日

至　平成23年７月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格および資本組入額（円）

発行価格　　　3,559

資本組入額　　1,780

新株予約権の行使の条件 （注）５

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）５，６，７

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　（注）１　新株予約権の目的となる株式の数は、取締役会決議における新株発行予定数から、退職等の理由により権利を

喪失した者の新株予約権の目的となる株式の数を減じております。

２　当社が株式の分割または併合を行う場合、次の算式により新株予約権の目的たる株式の数を調整するものと

する。ただし、かかる調整は、新株予約権のうち当該時点で権利行使されていない新株予約権の目的となる株

式の数についてのみ行われ、調整の結果生じる１株未満の株式については、これを切り捨てるものとする。

　調整後株式数＝調整前株式数×分割または併合の比率

また、新株予約権発行日以降、当社が合併または会社分割を行う場合等、新株予約権の目的たる株式の数の調

整を必要とするやむを得ない事由が生じたときは、当社は合併または会社分割等の条件等を勘案のうえ、合

理的な範囲で新株予約権の目的たる株式の数の調整を行うものとする。

３　新株予約権１個当たりの目的となる当社普通株式の数は200株とする。ただし、上記２に定める株式の調整を

行った場合は、同様の調整を行う。

４　新株予約権発行日以降、当社普通株式の分割または併合が行われる場合、払込価額は、分割または併合の比率

の逆数を乗じて比例的に調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとする。

また、新株予約権発行日以降、当社が普通株式の時価を下回る価格で普通株式を新たに発行する（旧商法第

280条ノ20および第280条のノ21の規定に基づく新株予約権の行使の場合を除く）場合、または自己株式を処

分する場合は、次の算式により払込価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとす

る。

  
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

 
調整後払込価額＝調整前払込価額×

１株当たり時価

 既発行株式数＋新規発行株式数

なお、上記の算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式の数

を控除した数とし、自己株式の処分を行う場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み

替えるものとする。

また、新株予約権発行日以降、合併または会社分割を行う場合等、新株予約権の目的たる株式の数の調整を必

要とするやむを得ない事由が生じたときは、合併または会社分割等の条件等を勘案のうえ、合理的な範囲で

払込価額を調整するものとする。
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５　新株予約権行使の条件

(1) 新株予約権者は、新株予約権行使時において、当社および当社連結子会社または関係会社の取締役、監査

役、顧問、相談役または使用人としての地位を有していなければならないものとする。ただし、取締役任期

満了による退任、定年、会社都合により退職した場合は、この限りではない。なお、新株予約権者について、

法律や社内規則等の違反、会社に対する背信行為があった場合には、権利は即時に喪失するものとする。

(2) 上記に従い権利行使が可能となった新株予約権は、対象者が死亡した場合には、相続人がこれを行使する

ことができる。ただし、死亡時より１年で当該権利は消滅するものとする。

(3) 新株予約権の譲渡、質入その他の処分は認めないものとする。

(4) その他の権利行使の条件については、本総会決議および取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との

間で締結する新株予約権割当契約に定めるところによるものとする。

６　新株予約権の消却事由および条件（新株予約権の取得事由および条件）

(1) 当社が消滅会社となる合併契約書が承認されたとき、または当社が完全子会社となる株式交換契約書承認

の議案もしくは株式移転の議案につき当社株主総会で承認されたときは、当社は新株予約権を無償で取得

することができる。

(2) 新株予約権者が５に定めるところにより、権利を行使する条件に該当しなくなった場合、および新株予約

権者が新株予約権の全部または一部を放棄した場合は、いつでも未行使の新株予約権の全部または一部を

無償で取得することができる。

７　新株予約権の譲渡制限

　新株予約権を譲渡するには取締役会の承認を要する。

 

②平成17年８月５日定時株主総会の特別決議（平成17年９月15日取締役会の決議）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成23年２月20日）

新株予約権の数（個）（注）３ 1,885

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）（注）１,２ 377,000

新株予約権の行使時の払込金額（円）（注）４ 3,530

新株予約権の行使期間
自　平成19年８月６日

至　平成24年７月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格および資本組入額（円）

発行価格　　　3,530

資本組入額　　1,765

新株予約権の行使の条件 （注）５

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）５，６，７

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　（注）１　新株予約権の目的となる株式の数は、取締役会決議における新株発行予定数から、退職等の理由により権利を

喪失した者の新株予約権の目的となる株式の数を減じております。

２　当社が株式の分割または併合を行う場合、次の算式により新株予約権の目的たる株式の数を調整するものと

する。ただし、かかる調整は、新株予約権のうち当該時点で権利行使されていない新株予約権の目的となる株

式の数についてのみ行われ、調整の結果生じる１株未満の株式については、これを切り捨てるものとする。

　調整後株式数＝調整前株式数×分割または併合の比率

また、新株予約権発行日以降、当社が合併または会社分割を行う場合等、新株予約権の目的たる株式の数の調

整を必要とするやむを得ない事由が生じたときは、当社は合併または会社分割等の条件等を勘案のうえ、合

理的な範囲で新株予約権の目的たる株式の数の調整を行うものとする。
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３　新株予約権１個当たりの目的となる当社普通株式の数は200株とする。ただし、上記２に定める株式の調整を

行った場合は、同様の調整を行う。

４　新株予約権発行日以降、当社普通株式の分割または併合が行われる場合、払込価額は、分割または併合の比率

の逆数を乗じて比例的に調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとする。

また、新株予約権発行日以降、当社が普通株式の時価を下回る価格で普通株式を新たに発行する（旧商法第

280条ノ20および第280条のノ21の規定に基づく新株予約権の行使の場合を除く）場合、または自己株式を処

分する場合は、次の算式により払込価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとす

る。

  
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

 
調整後払込価額＝調整前払込価額×

１株当たり時価

 既発行株式数＋新規発行株式数

なお、上記の算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式の数

を控除した数とし、自己株式の処分を行う場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み

替えるものとする。

また、新株予約権発行日以降、合併または会社分割を行う場合等、新株予約権の目的たる株式の数の調整を必

要とするやむを得ない事由が生じたときは、合併または会社分割等の条件等を勘案のうえ、合理的な範囲で

払込価額を調整するものとする。

５　新株予約権行使の条件

(1) 新株予約権者は、新株予約権行使時において、当社および当社連結子会社または関係会社の取締役、監査

役、顧問、相談役または使用人としての地位を有していなければならないものとする。ただし、取締役任期

満了による退任、定年、会社都合により退職した場合は、この限りではない。なお、新株予約権者について、

法律や社内規則等の違反、会社に対する背信行為があった場合には、権利は即時に喪失するものとする。

(2) 上記に従い権利行使が可能となった新株予約権は、対象者が死亡した場合には、相続人がこれを行使する

ことができる。ただし、死亡時より１年で当該権利は消滅するものとする。

(3) 新株予約権の譲渡、質入その他の処分は認めないものとする。

(4) その他の権利行使の条件については、本総会決議および取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との

間で締結する新株予約権割当契約に定めるところによるものとする。

６　新株予約権の消却事由および条件（新株予約権の取得事由および条件）

(1) 当社が消滅会社となる合併契約書が承認されたとき、または当社が完全子会社となる株式交換契約書承認

の議案もしくは株式移転の議案につき当社株主総会で承認されたときは、当社は新株予約権を無償で取得

することができる。

(2) 新株予約権者が５に定めるところにより、権利を行使する条件に該当しなくなった場合、および新株予約

権者が新株予約権の全部または一部を放棄した場合は、いつでも未行使の新株予約権の全部または一部を

無償で取得することができる。

７　新株予約権の譲渡制限

　新株予約権を譲渡するには取締役会の承認を要する。
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 ③平成17年８月５日定時株主総会の特別決議（平成18年４月26日取締役会の決議） 

 
第３四半期会計期間末現在
（平成23年２月20日）

新株予約権の数（個）（注）３ 85

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）（注）１，２ 17,000

新株予約権の行使時の払込金額（円）（注）４ 3,324

新株予約権の行使期間
自　平成19年８月６日

至　平成24年７月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格および資本組入額（円）

発行価格　　　3,324

資本組入額　　1,662

新株予約権の行使の条件 （注）５

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）５，６，７

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　（注）１　新株予約権の目的となる株式の数は、取締役会決議における新株発行予定数から、退職等の理由により権利を

喪失した者の新株予約権の目的となる株式の数を減じております。

２　当社が株式の分割または併合を行う場合、次の算式により新株予約権の目的たる株式の数を調整するものと

する。ただし、かかる調整は、新株予約権のうち当該時点で権利行使されていない新株予約権の目的となる株

式の数についてのみ行われ、調整の結果生じる１株未満の株式については、これを切り捨てるものとする。

　調整後株式数＝調整前株式数×分割または併合の比率

また、新株予約権発行日以降、当社が合併または会社分割を行う場合等、新株予約権の目的たる株式の数の調

整を必要とするやむを得ない事由が生じたときは、当社は合併または会社分割等の条件等を勘案のうえ、合

理的な範囲で新株予約権の目的たる株式の数の調整を行うものとする。

３　新株予約権１個当たりの目的となる当社普通株式の数は200株とする。ただし、上記２に定める株式の調整を

行った場合は、同様の調整を行う。

４　新株予約権発行日以降、当社普通株式の分割または併合が行われる場合、払込価額は、分割または併合の比率

の逆数を乗じて比例的に調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとする。

また、新株予約権発行日以降、当社が普通株式の時価を下回る価格で普通株式を新たに発行する（旧商法第

280条ノ20および第280条ノ21の規定に基づく新株予約権の行使の場合を除く）場合、または自己株式を処分

する場合は、次の算式により払込価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとする。

    
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後払込価額＝調整前払込価額×
１株当たり時価

既発行株式数＋新規発行株式数

なお、上記の算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式の数

を控除した数とし、自己株式の処分を行う場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み

替えるものとする。

また、新株予約権発行日以降、合併または会社分割を行う場合等、新株予約権の目的たる株式の数の調整を必

要とするやむを得ない事由が生じたときは、合併または会社分割等の条件等を勘案のうえ、合理的な範囲で

払込価額を調整するものとする。
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５　新株予約権行使の条件

(1）新株予約権者は、新株予約権行使時において、当社および当社連結子会社または関係会社の取締役、監査

役、顧問、相談役または使用人としての地位を有していなければならないものとする。ただし、取締役任期

満了による退任、定年、会社都合により退職した場合は、この限りではない。なお、新株予約権者について、

法律や社内規則等の違反、会社に対する背信行為があった場合には、権利は即時に喪失するものとする。

(2）上記に従い権利行使が可能となった新株予約権は、対象者が死亡した場合には、相続人がこれを行使する

ことができる。ただし、死亡時より１年で当該権利は消滅するものとする。

(3）新株予約権の譲渡、質入その他の処分は認めないものとする。

(4）その他の権利行使の条件については、本総会決議および取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との

間で締結する新株予約権割当契約に定めるところによるものとする。

６　新株予約権の消却事由および条件（新株予約権の取得事由および条件）

(1）当社が消滅会社となる合併契約書が承認されたとき、または当社が完全子会社となる株式交換契約書承認

の議案もしくは株式移転の議案につき当社株主総会で承認されたときは、当社は新株予約権を無償で取得

することができる。

(2）新株予約権者が５に定めるところにより、権利を行使する条件に該当しなくなった場合、および新株予約

権者が新株予約権の全部または一部を放棄した場合は、いつでも未行使の新株予約権の全部または一部を

無償で取得することができる。

７　新株予約権の譲渡制限

  新株予約権を譲渡するには取締役会の承認を要する。

 

（ロ）　会社法第236条、第238条および第240条の規定に基づく当社および当社連結子会社の取締役および使用人に

発行した新株予約権は次のとおりであります。

　　①平成18年10月11日当社取締役会の決議 

 
第３四半期会計期間末現在
（平成23年２月20日）

新株予約権の数（個）（注）３ 3,670

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）（注）１，２ 367,000

新株予約権の行使時の払込金額（円）（注）４ 2,333

新株予約権の行使期間
自　平成20年10月12日

至　平成23年10月11日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格および資本組入額（円）（注）５

発行価格　　　2,926

資本組入額　　1,463

新株予約権の行使の条件 （注）６

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）６，７，８

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）９

　（注）１　新株予約権の目的となる株式の数は、取締役会決議における新株発行予定数から、退職等の理由により権利を

喪失した者の新株予約権の目的となる株式の数を減じております。
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２　当社が株式の分割または併合を行う場合、次の算式により新株予約権の目的たる株式の数を調整するものと

する。ただし、かかる調整は、新株予約権のうち当該時点で権利行使されていない新株予約権の目的となる株

式の数についてのみ行われ、調整の結果生じる１株未満の株式については、これを切り捨てるものとする。

　調整後株式数＝調整前株式数×分割または併合の比率

また、新株予約権割当日以降、当社が合併または会社分割を行う場合等、新株予約権の目的たる株式の数の調

整を必要とするやむを得ない事由が生じたときは、当社は合併または会社分割等の条件等を勘案のうえ、合

理的な範囲で新株予約権の目的たる株式の数の調整を行うものとする。

３　新株予約権１個当たりの目的となる当社普通株式の数は100株とする。ただし、上記２に定める株式の調整を

行った場合は、同様の調整を行う。

４　新株予約権割当日以降、当社普通株式の分割または併合が行われる場合、行使価額は、分割または併合の比率

の逆数を乗じて比例的に調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとする。

また、新株予約権割当日以降、当社が普通株式の時価を下回る価格で普通株式を新たに発行する（会社法第

236条、第238条および第240条の規定に基づく新株予約権の行使の場合を除く）場合、または自己株式を処分

する場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとする。

    
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１株当たり時価

既発行株式数＋新規発行株式数

なお、上記の算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式の数

を控除した数とし、自己株式の処分を行う場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み

替えるものとする。

また、新株予約権割当日以降、合併または会社分割を行う場合等、新株予約権の目的たる株式の数の調整を必

要とするやむを得ない事由が生じたときは、合併または会社分割等の条件等を勘案のうえ、合理的な範囲で

行使価額を調整するものとする。

５　発行価格は、新株予約権の行使時の払込金額2,333円と付与日における公正な評価単価593円を合算しており　

　ます。

６　新株予約権行使の条件

(1）新株予約権者は、新株予約権行使時において、当社または当社連結子会社もしくは関係会社の取締役、監査

役、顧問、相談役または使用人としての地位を有していなければならないものとする。ただし、取締役また

は監査役の任期満了による退任、定年退職、会社都合により退職した場合、その他正当な理由があると当社

取締役会が認めた場合には、この限りではない。なお、新株予約権者について、法律や社内規則等の違反、会

社に対する背信行為があった場合には、権利は即時に喪失するものとする。

(2）上記に従い権利行使が可能となった新株予約権は、対象者が死亡した場合には、相続人がこれを行使する

ことができる。ただし、死亡時より１年で当該権利は消滅するものとする。

(3）新株予約権の譲渡、質入その他の処分は認めないものとする。

(4）その他の権利行使の条件については、当社取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結する

新株予約権割当契約に定めるところによるものとする。

７　新株予約権の取得事由および条件

(1）当社が消滅会社となる合併契約の承認の議案、当社が分割会社となる吸収分割契約もしくは新設分割計画

の承認の議案、または、当社が完全子会社となる株式交換契約もしくは株式移転計画の承認の議案につき、

当社株主総会で承認されたとき（株主総会決議が不要の場合は、当社取締役会決議がなされたとき）は、

当社取締役会が別途定める日に、同日時点で残存する新株予約権の全てを無償で取得することができる。

(2）新株予約権者が６に定めるところにより、権利を行使する条件に該当しなくなった場合、および新株予約

権者が保有する新株予約権の全てを放棄した場合には、当社取締役会が別途定める日に、同日時点で残存

する新株予約権の全てを無償で取得することができる。

８　新株予約権の譲渡制限

  新株予約権を譲渡するには取締役会の承認を要する。
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９　組織再編成行為の際の新株予約権の取扱い

  当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る）、吸収分割、新設分割、株式交換または株式移転（以

上を総称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生の時点におい

て残存する新株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）の新株予約権者に対し、それぞれの場合につ

き、会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株

予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合において、残存新株予約権は消滅し、再

編対象会社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予

約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移

転計画において定めた場合に限るものとする。

(1）交付する再編対象会社の新株予約権の数

残存新株予約権の新株予約権者が保有する新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付する。

(2）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

(3）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件を勘案のうえ、上記２に準じて決定する。

(4）新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織再編行為の条件等を勘案のうえ、

上記４で定められる行使価額を調整して得られる再編後行使価額に上記（3)に従って決定される当該新

株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じた額とする。

(5）新株予約権を行使することができる期間

新株予約権を行使することができる期間の初日と組織再編行為の効力発生日のうち、いずれか遅い日から

新株予約権を行使することができる期間の末日までとする。

(6）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金および資本準備金に関する事項

①新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１

項の規定に従い算出される資本金等増加限度額に２分の１を乗じた額とし、計算の結果生じる１円未満

の端数は、これを切り上げた額とする。

②新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本金

等増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

(7）譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による取得の制限については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとする。

(8）新株予約権の取得事由および条件

上記７に準じて決定する。

(9）その他新株予約権の行使の条件

上記６に準じて決定する。
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 ②平成19年２月７日当社取締役会の決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成23年２月20日）

新株予約権の数（個）（注）３ 240

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）（注）１,２ 24,000

新株予約権の行使時の払込金額（円）（注）４ 2,535

新株予約権の行使期間
自　平成21年２月８日

至　平成24年２月７日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格および資本組入額（円）　（注）５

発行価格　　　3,214

資本組入額　　1,607

新株予約権の行使の条件 （注）６

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）６，７，８

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）９

　（注）１　新株予約権の目的となる株式の数は、取締役会決議における新株発行予定数から、退職等の理由により権利を

喪失した者の新株予約権の目的となる株式の数を減じております。

２　当社が株式の分割または併合を行う場合、次の算式により新株予約権の目的たる株式の数を調整するものと

する。ただし、かかる調整は、新株予約権のうち当該時点で権利行使されていない新株予約権の目的となる株

式の数についてのみ行われ、調整の結果生じる１株未満の株式については、これを切り捨てるものとする。

　調整後株式数＝調整前株式数×分割または併合の比率

また、新株予約権割当日以降、当社が合併または会社分割を行う場合等、新株予約権の目的たる株式の数の調

整を必要とするやむを得ない事由が生じたときは、当社は合併または会社分割等の条件等を勘案のうえ、合

理的な範囲で新株予約権の目的たる株式の数の調整を行うものとする。

３　新株予約権１個当たりの目的となる当社普通株式の数は100株とする。ただし、上記２に定める株式の調整を

行った場合は、同様の調整を行う。

４　新株予約権割当日以降、当社普通株式の分割または併合が行われる場合、行使価額は、分割または併合の比率

の逆数を乗じて比例的に調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとする。

また、新株予約権割当日以降、当社が普通株式の時価を下回る価格で普通株式を新たに発行する（会社法第

236条、第238条および第240条の規定に基づく新株予約権の行使の場合を除く）場合、または自己株式を処分

する場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとする。

    
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１株当たり時価

既発行株式数＋新規発行株式数

なお、上記の算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式の数

を控除した数とし、自己株式の処分を行う場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み

替えるものとする。

また、新株予約権割当日以降、合併または会社分割を行う場合等、新株予約権の目的たる株式の数の調整を必

要とするやむを得ない事由が生じたときは、合併または会社分割等の条件等を勘案のうえ、合理的な範囲で

行使価額を調整するものとする。

５　発行価格は、新株予約権の行使時の払込金額2,535円と付与日における公正な評価単価679円を合算しており　

　ます。
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６　新株予約権行使の条件

(1）新株予約権者は、新株予約権行使時において、当社または当社連結子会社もしくは関係会社の取締役、監査

役、顧問、相談役または使用人としての地位を有していなければならないものとする。ただし、取締役また

は監査役の任期満了による退任、定年退職、会社都合により退職した場合、その他正当な理由があると当社

取締役会が認めた場合には、この限りではない。なお、新株予約権者について、法律や社内規則等の違反、会

社に対する背信行為があった場合には、権利は即時に喪失するものとする。

(2）上記に従い権利行使が可能となった新株予約権は、対象者が死亡した場合には、相続人がこれを行使する

ことができる。ただし、死亡時より１年で当該権利は消滅するものとする。

(3）新株予約権の譲渡、質入その他の処分は認めないものとする。

(4）その他の権利行使の条件については、当社取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結する

新株予約権割当契約に定めるところによるものとする。

７　新株予約権の取得事由および条件

(1）当社が消滅会社となる合併契約の承認の議案、当社が分割会社となる吸収分割契約もしくは新設分割計画

の承認の議案、または、当社が完全子会社となる株式交換契約もしくは株式移転計画の承認の議案につき、

当社株主総会で承認されたとき（株主総会決議が不要の場合は、当社取締役会決議がなされたとき）は、

当社取締役会が別途定める日に、同日時点で残存する新株予約権の全てを無償で取得することができる。

(2）新株予約権者が６に定めるところにより、権利を行使する条件に該当しなくなった場合、および新株予約

権者が保有する新株予約権の全てを放棄した場合には、当社取締役会が別途定める日に、同日時点で残存

する新株予約権の全てを無償で取得することができる。

８　新株予約権の譲渡制限

  新株予約権を譲渡するには取締役会の承認を要する。

９　組織再編行為の際の新株予約権の取扱い

  当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る）、吸収分割、新設分割、株式交換または株式移転（以

上を総称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生の時点におい

て残存する新株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）の新株予約権者に対し、それぞれの場合につ

き、会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株

予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合において、残存新株予約権は消滅し、再

編対象会社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予

約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移

転計画において定めた場合に限るものとする。

(1）交付する再編対象会社の新株予約権の数

残存新株予約権の新株予約権者が保有する新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付する。

(2）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

(3）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件を勘案のうえ、上記２に準じて決定する。

(4）新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織再編行為の条件等を勘案のうえ、

上記４で定められる行使価額を調整して得られる再編後行使価額に上記（3)に従って決定される当該新

株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じた額とする。

(5）新株予約権を行使することができる期間

新株予約権を行使することができる期間の初日と組織再編行為の効力発生日のうち、いずれか遅い日から

新株予約権を行使することができる期間の末日までとする。
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(6）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金および資本準備金に関する事項

①新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１

項の規定に従い算出される資本金等増加限度額に２分の１を乗じた額とし、計算の結果生じる１円未満

の端数は、これを切り上げた額とする。

②新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本金

等増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

(7）譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による取得の制限については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとする。

(8）新株予約権の取得事由および条件

上記７に準じて決定する。

(9）その他新株予約権の行使の条件

上記６に準じて決定する。

　

 ③平成21年４月８日当社取締役会の決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成23年２月20日）

新株予約権の数（個）（注）３ 4,740

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）（注）１,２ 474,000

新株予約権の行使時の払込金額（円）（注）４ 1,546

新株予約権の行使期間
自　平成23年４月９日

至　平成26年４月８日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格および資本組入額（円）　（注）５

発行価格　　　1,955

資本組入額　　978

新株予約権の行使の条件 （注）６

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）６，７，８

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）９

　（注）１　新株予約権の目的となる株式の数は、取締役会決議における新株発行予定数から、退職等の理由により権利を

喪失した者の新株予約権の目的となる株式の数を減じております。

２　当社が株式の分割または併合を行う場合、次の算式により新株予約権の目的たる株式の数を調整するものと

する。ただし、かかる調整は、新株予約権のうち当該時点で権利行使されていない新株予約権の目的となる株

式の数についてのみ行われ、調整の結果生じる１株未満の株式については、これを切り捨てるものとする。

　調整後株式数＝調整前株式数×分割または併合の比率

また、新株予約権割当日以降、当社が合併または会社分割を行う場合等、新株予約権の目的たる株式の数の調

整を必要とするやむを得ない事由が生じたときは、当社は合併または会社分割等の条件等を勘案のうえ、合

理的な範囲で新株予約権の目的たる株式の数の調整を行うものとする。

３　新株予約権１個当たりの目的となる当社普通株式の数は100株とする。ただし、上記２に定める株式の調整を

行った場合は、同様の調整を行う。

４　新株予約権割当日以降、当社普通株式の分割または併合が行われる場合、行使価額は、分割または併合の比率

の逆数を乗じて比例的に調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとする。

また、新株予約権割当日以降、当社が普通株式の時価を下回る価格で普通株式を新たに発行する（会社法第

236条、第238条および第240条の規定に基づく新株予約権の行使の場合を除く）場合、または自己株式を処分

する場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとする。
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既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１株当たり時価

既発行株式数＋新規発行株式数

なお、上記の算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式の数

を控除した数とし、自己株式の処分を行う場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み

替えるものとする。

また、新株予約権割当日以降、合併または会社分割を行う場合等、新株予約権の目的たる株式の数の調整を必

要とするやむを得ない事由が生じたときは、合併または会社分割等の条件等を勘案のうえ、合理的な範囲で

行使価額を調整するものとする。

５　発行価格は、新株予約権の行使時の払込金額1,546円と付与日における公正な評価単価409円を合算しており　

　ます。

６　新株予約権行使の条件

(1）新株予約権者は、新株予約権行使時において、当社または当社連結子会社もしくは関係会社の取締役、監査

役、顧問、相談役または使用人としての地位を有していなければならないものとする。ただし、取締役また

は監査役の任期満了による退任、定年退職、会社都合により退職した場合、その他正当な理由があると当社

取締役会が認めた場合には、この限りではない。なお、新株予約権者について、法律や社内規則等の違反、会

社に対する背信行為があった場合には、権利は即時に喪失するものとする。

(2）上記に従い権利行使が可能となった新株予約権は、対象者が死亡した場合には、相続人がこれを行使する

ことができる。ただし、死亡時より１年で当該権利は消滅するものとする。

(3）新株予約権の譲渡、質入その他の処分は認めないものとする。

(4）その他の権利行使の条件については、当社取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結する

新株予約権割当契約に定めるところによるものとする。

７　新株予約権の取得事由および条件

(1）当社が消滅会社となる合併契約の承認の議案、当社が分割会社となる吸収分割契約もしくは新設分割計画

の承認の議案、または、当社が完全子会社となる株式交換契約もしくは株式移転計画の承認の議案につき、

当社株主総会で承認されたとき（株主総会決議が不要の場合は、当社取締役会決議がなされたとき）は、

当社取締役会が別途定める日に、同日時点で残存する新株予約権の全てを無償で取得することができる。

(2）新株予約権者が６に定めるところにより、権利を行使する条件に該当しなくなった場合、および新株予約

権者が保有する新株予約権の全てを放棄した場合には、当社取締役会が別途定める日に、同日時点で残存

する新株予約権の全てを無償で取得することができる。

８　新株予約権の譲渡制限

  新株予約権を譲渡するには取締役会の承認を要する。

９　組織再編行為の際の新株予約権の取扱い

  当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る）、吸収分割、新設分割、株式交換または株式移転（以

上を総称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生の時点におい

て残存する新株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）の新株予約権者に対し、それぞれの場合につ

き、会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株

予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合において、残存新株予約権は消滅し、再

編対象会社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予

約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移

転計画において定めた場合に限るものとする。
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(1）交付する再編対象会社の新株予約権の数

残存新株予約権の新株予約権者が保有する新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付する。

(2）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

(3）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件を勘案のうえ、上記２に準じて決定する。

(4）新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織再編行為の条件等を勘案のうえ、

上記４で定められる行使価額を調整して得られる再編後行使価額に上記（3)に従って決定される当該新

株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じた額とする。

(5）新株予約権を行使することができる期間

新株予約権を行使することができる期間の初日と組織再編行為の効力発生日のうち、いずれか遅い日から

新株予約権を行使することができる期間の末日までとする。

(6）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金および資本準備金に関する事項

①新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１

項の規定に従い算出される資本金等増加限度額に２分の１を乗じた額とし、計算の結果生じる１円未満

の端数は、これを切り上げた額とする。

②新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本金

等増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

(7）譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による取得の制限については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとする。

(8）新株予約権の取得事由および条件

上記７に準じて決定する。

(9）その他新株予約権の行使の条件

上記６に準じて決定する。

　

④平成22年４月７日当社取締役会の決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成23年２月20日）

新株予約権の数（個）（注）３ 4,776

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）（注）１,２ 477,600

新株予約権の行使時の払込金額（円）（注）４ 1,871

新株予約権の行使期間
自　平成24年４月８日

至　平成27年４月７日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の

株式の発行価格および資本組入額（円）　（注）５

発行価格 2,474

資本組入額 1,237

新株予約権の行使の条件 （注）６

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）６，７，８

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）９
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（注）　１　新株予約権の目的となる株式の数は、取締役会決議における新株発行予定数から、退職等の理由により権利を

喪失した者の新株予約権の目的となる株式の数を減じております。 

２　当社が株式の分割または併合を行う場合、次の算式により新株予約権の目的たる株式の数を調整するものと

する。ただし、かかる調整は、新株予約権のうち当該時点で権利行使されていない新株予約権の目的となる株

式の数についてのみ行われ、調整の結果生じる１株未満の株式については、これを切り捨てるものとする。

調整後株式数＝調整前株式数×分割または併合の比率

また、新株予約権割当日以降、当社が合併または会社分割を行う場合等、新株予約権の目的たる株式の数の調

整を必要とするやむを得ない事由が生じたときは、当社は合併または会社分割等の条件等を勘案のうえ、合

理的な範囲で新株予約権の目的たる株式の数の調整を行うものとする。

３　新株予約権１個当たりの目的となる当社普通株式の数は100株とする。ただし、上記２に定める株式の調整を

行った場合は、同様の調整を行う。

４　新株予約権割当日以降、当社普通株式の分割または併合が行われる場合、行使価額は、分割または併合の比率

の逆数を乗じて比例的に調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとする。

 また、新株予約権割当日以降、当社が普通株式の時価を下回る価格で普通株式を新たに発行する（会社法第

236条、第238条および第240条の規定に基づく新株予約権の行使の場合を除く）場合、または自己株式を処分

する場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとする。

    
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１株当たり時価

既発行株式数＋新規発行株式数

 なお、上記の算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式の数

を控除した数とし、自己株式の処分を行う場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み

替えるものとする。

 また、新株予約権割当日以降、合併または会社分割を行う場合等、新株予約権の目的たる株式の数の調整を

必要とするやむを得ない事由が生じたときは、合併または会社分割等の条件等を勘案のうえ、合理的な範囲

で行使価額を調整するものとする。

５　発行価格は、新株予約権の行使時の払込金額1,871円と付与日における公正な評価単価603円を合算しており　

　ます。

６　新株予約権行使の条件

(1）新株予約権者は、新株予約権行使時において、当社または当社連結子会社もしくは関係会社の取締役、監査

役、顧問、相談役または使用人としての地位を有していなければならないものとする。ただし、取締役また

は監査役の任期満了による退任、定年退職、会社都合により退職した場合、その他正当な理由があると当社

取締役会が認めた場合には、この限りではない。なお、新株予約権者について、法律や社内規則等の違反、会

社に対する背信行為があった場合には、権利は即時に喪失するものとする。

(2）上記に従い権利行使が可能となった新株予約権は、対象者が死亡した場合には、相続人がこれを行使する

ことができる。ただし、死亡時より１年で当該権利は消滅するものとする。

(3）新株予約権の譲渡、質入その他の処分は認めないものとする。

(4）その他の権利行使の条件については、当社取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結する

新株予約権割当契約に定めるところによるものとする。

７　新株予約権の取得事由および条件

(1）当社が消滅会社となる合併契約の承認の議案、当社が分割会社となる吸収分割契約もしくは新設分割計画

の承認の議案、または、当社が完全子会社となる株式交換契約もしくは株式移転計画の承認の議案につき、

当社株主総会で承認されたとき（株主総会決議が不要の場合は、当社取締役会決議がなされたとき）は、

当社取締役会が別途定める日に、同日時点で残存する新株予約権の全てを無償で取得することができる。

(2）新株予約権者が６に定めるところにより、権利を行使する条件に該当しなくなった場合、および新株予約

権者が保有する新株予約権の全てを放棄した場合には、当社取締役会が別途定める日に、同日時点で残存

する新株予約権の全てを無償で取得することができる。
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８　新株予約権の譲渡制限

  新株予約権を譲渡するには取締役会の承認を要する。

９　組織再編成行為の際の新株予約権の取扱い

  当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る）、吸収分割、新設分割、株式交換または株式移転（以

上を総称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生の時点におい

て残存する新株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）の新株予約権者に対し、それぞれの場合につ

き、会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株

予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合において、残存新株予約権は消滅し、再

編対象会社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予

約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移

転計画において定めた場合に限るものとする。

(1）交付する再編対象会社の新株予約権の数

残存新株予約権の新株予約権者が保有する新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付する。

(2）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

(3）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件を勘案のうえ、上記２に準じて決定する。

(4）新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織再編行為の条件等を勘案のうえ、

上記４で定められる行使価額を調整して得られる再編後行使価額に上記（3)に従って決定される当該新

株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じた額とする。

(5）新株予約権を行使することができる期間

新株予約権を行使することができる期間の初日と組織再編行為の効力発生日のうち、いずれか遅い日から

新株予約権を行使することができる期間の末日までとする。

(6）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金および資本準備金に関する事項

①新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１

項の規定に従い算出される資本金等増加限度額に２分の１を乗じた額とし、計算の結果生じる１円未満

の端数は、これを切り上げた額とする。

②新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本金

等増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

(7）譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による取得の制限については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとする。

(8）新株予約権の取得事由および条件

上記７に準じて決定する。

(9）その他新株予約権の行使の条件

上記６に準じて決定する。　
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⑤平成22年９月17日当社取締役会の決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成23年２月20日）

新株予約権の数（個）（注）３ 4,800

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）（注）１,２ 480,000

新株予約権の行使時の払込金額（円）（注）４ 1,768

新株予約権の行使期間
自　平成24年９月18日

至　平成27年９月17日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の

株式の発行価格および資本組入額（円）　（注）５

発行価格 2,280

資本組入額 1,140

新株予約権の行使の条件 （注）６

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）６，７，８

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）９

（注）　１　新株予約権の目的となる株式の数は、取締役会決議における新株発行予定数から、退職等の理由により権利を

喪失した者の新株予約権の目的となる株式の数を減じております。 

２　当社が株式の分割または併合を行う場合、次の算式により新株予約権の目的たる株式の数を調整するものと

する。ただし、かかる調整は、新株予約権のうち当該時点で権利行使されていない新株予約権の目的となる株

式の数についてのみ行われ、調整の結果生じる１株未満の株式については、これを切り捨てるものとする。

調整後株式数＝調整前株式数×分割または併合の比率

また、新株予約権割当日以降、当社が合併または会社分割を行う場合等、新株予約権の目的たる株式の数の調

整を必要とするやむを得ない事由が生じたときは、当社は合併または会社分割等の条件等を勘案のうえ、合

理的な範囲で新株予約権の目的たる株式の数の調整を行うものとする。

３　新株予約権１個当たりの目的となる当社普通株式の数は100株とする。ただし、上記２に定める株式の調整を

行った場合は、同様の調整を行う。

４　新株予約権割当日以降、当社普通株式の分割または併合が行われる場合、行使価額は、分割または併合の比率

の逆数を乗じて比例的に調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとする。

 また、新株予約権割当日以降、当社が普通株式の時価を下回る価格で普通株式を新たに発行する（会社法第

236条、第238条および第240条の規定に基づく新株予約権の行使の場合を除く）場合、または自己株式を処分

する場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとする。

    
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１株当たり時価

既発行株式数＋新規発行株式数

 なお、上記の算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式の数

を控除した数とし、自己株式の処分を行う場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み

替えるものとする。

 また、新株予約権割当日以降、合併または会社分割を行う場合等、新株予約権の目的たる株式の数の調整を

必要とするやむを得ない事由が生じたときは、合併または会社分割等の条件等を勘案のうえ、合理的な範囲

で行使価額を調整するものとする。

５　発行価格は、新株予約権の行使時の払込金額1,768円と付与日における公正な評価単価512円を合算しており　

　ます。
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６　新株予約権行使の条件

(1）新株予約権者は、新株予約権行使時において、当社または当社連結子会社もしくは関係会社の取締役、監査

役、顧問、相談役または使用人としての地位を有していなければならないものとする。ただし、取締役また

は監査役の任期満了による退任、定年退職、会社都合により退職した場合、その他正当な理由があると当社

取締役会が認めた場合には、この限りではない。なお、新株予約権者について、法律や社内規則等の違反、会

社に対する背信行為があった場合には、権利は即時に喪失するものとする。

(2）上記に従い権利行使が可能となった新株予約権は、対象者が死亡した場合には、相続人がこれを行使する

ことができる。ただし、死亡時より１年で当該権利は消滅するものとする。

(3）新株予約権の譲渡、質入その他の処分は認めないものとする。

(4）その他の権利行使の条件については、当社取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結する

新株予約権割当契約に定めるところによるものとする。

７　新株予約権の取得事由および条件

(1）当社が消滅会社となる合併契約の承認の議案、当社が分割会社となる吸収分割契約もしくは新設分割計画

の承認の議案、または、当社が完全子会社となる株式交換契約もしくは株式移転計画の承認の議案につき、

当社株主総会で承認されたとき（株主総会決議が不要の場合は、当社取締役会決議がなされたとき）は、

当社取締役会が別途定める日に、同日時点で残存する新株予約権の全てを無償で取得することができる。

(2）新株予約権者が６に定めるところにより、権利を行使する条件に該当しなくなった場合、および新株予約

権者が保有する新株予約権の全てを放棄した場合には、当社取締役会が別途定める日に、同日時点で残存

する新株予約権の全てを無償で取得することができる。

８　新株予約権の譲渡制限

  新株予約権を譲渡するには取締役会の承認を要する。

９　組織再編成行為の際の新株予約権の取扱い

  当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る）、吸収分割、新設分割、株式交換または株式移転（以

上を総称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生の時点におい

て残存する新株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）の新株予約権者に対し、それぞれの場合につ

き、会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株

予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合において、残存新株予約権は消滅し、再

編対象会社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予

約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移

転計画において定めた場合に限るものとする。

(1）交付する再編対象会社の新株予約権の数

残存新株予約権の新株予約権者が保有する新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付する。

(2）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

(3）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件を勘案のうえ、上記２に準じて決定する。

(4）新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織再編行為の条件等を勘案のうえ、

上記４で定められる行使価額を調整して得られる再編後行使価額に上記（3)に従って決定される当該新

株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じた額とする。

(5）新株予約権を行使することができる期間

新株予約権を行使することができる期間の初日と組織再編行為の効力発生日のうち、いずれか遅い日から

新株予約権を行使することができる期間の末日までとする。

(6）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金および資本準備金に関する事項

①新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１

項の規定に従い算出される資本金等増加限度額に２分の１を乗じた額とし、計算の結果生じる１円未満

の端数は、これを切り上げた額とする。

②新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本金

等増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

EDINET提出書類

アスクル株式会社(E03363)

四半期報告書

24/46



(7）譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による取得の制限については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとする。

(8）新株予約権の取得事由および条件

上記７に準じて決定する。

(9）その他新株予約権の行使の条件

上記６に準じて決定する。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

　平成22年12月24日

　（注）　
△7,000,00031,189,400 － 3,535 － 6,015

 　（注）自己株式の消却による減少であります。

 

（６）【大株主の状況】

　当第３四半期会計期間において、野村證券株式会社およびその共同保有者から平成23年１月19日付で、大量保有報告書

(変更報告書)の提出があり、平成23年１月14日現在で下記のとおり株券等を保有する旨の報告を受けておりますが、株主

名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質保有株式数の確認ができません。なお、大量保有報告書（変更報告

書）の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋一丁目９番１号 147 0.47

野村アセットマネジメント株式会社 東京都中央区日本橋一丁目12番１号 2,637 8.46

計 － 2,784 8.93
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成22年11月20日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】 

 平成23年２月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

　

完全議決権株式（自己株式等）

　　　　　　　　　　　 （注）

普通株式 7,150,200 ―

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

完全議決権株式（その他）　

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　
普通株式 31,034,800 310,348 同上

単元未満株式　　　　　 普通株式 4,400 ― 同上

発行済株式総数 38,189,400 ― ―

総株主の議決権 ― 310,348 ―

  （注）平成22年12月８日開催の取締役会決議により、平成22年12月24日付で7,000,000株の自己株式の消却を実施し、平

成23年２月20日現在、完全議決権株式（自己株式等）、発行済株式総数はそれぞれ150,200株、31,189,400株と

なっております。

　

②【自己株式等】

 平成23年２月20日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

アスクル株式会社
東京都江東区辰巳

三丁目８番10号
7,150,200 ― 7,150,200 18.72

計 ― 7,150,200 ― 7,150,200 18.72

  （注）平成22年12月８日開催の取締役会決議により、平成22年12月24日付で7,000,000株の自己株式の消却を実施し、平

成23年２月20日現在、自己株式数は150,200株となっております。

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
６月

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月
平成23年
１月

２月

最高（円） 1,791 1,794 1,750 1,729 1,783 1,684 1,795 1,717 1,695

最低（円） 1,583 1,488 1,570 1,534 1,605 1,589 1,593 1,605 1,611

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年11月21日から平成22年２月20日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年５月21日から平成22年２月20日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年11月21日から平成23年２月20日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年５月21日から

平成23年２月20日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年11月21日から平

成22年２月20日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年５月21日から平成22年２月20日まで）に係る四半

期連結財務諸表についてはあずさ監査法人による四半期レビューを受け、また、当第３四半期連結会計期間（平成22

年11月21日から平成23年２月20日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年５月21日から平成23年２月20日

まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、従来から当社が監査証明を受けているあずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日を

もって有限責任 あずさ監査法人となっております。　

 

EDINET提出書類

アスクル株式会社(E03363)

四半期報告書

27/46



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年２月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年５月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,662 14,421

受取手形及び売掛金 22,912 20,287

商品及び製品 7,954 8,516

原材料及び貯蔵品 55 109

その他 3,889 4,066

貸倒引当金 △77 △94

流動資産合計 51,397 47,307

固定資産

有形固定資産 ※
 4,551

※
 4,153

無形固定資産

ソフトウエア 8,452 9,055

ソフトウエア仮勘定 236 376

のれん 4,859 4,406

その他 49 37

無形固定資産合計 13,597 13,875

投資その他の資産

繰延税金資産 3,817 3,722

その他 3,653 3,457

貸倒引当金 △238 △274

投資その他の資産合計 7,232 6,905

固定資産合計 25,381 24,933

資産合計 76,778 72,241

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 24,593 21,721

短期借入金 408 422

1年内返済予定の長期借入金 2,642 2,640

未払金 2,793 2,907

ファクタリング未払金 16,875 13,043

未払法人税等 676 1,138

引当金 557 495

その他 594 290

流動負債合計 49,142 42,659

固定負債

長期借入金 5,221 8,980

退職給付引当金 1,175 1,019

引当金 3 27

資産除去債務 1,332 －

その他 577 227

固定負債合計 8,310 10,255

負債合計 57,452 52,915
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年２月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年５月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,535 3,535

資本剰余金 6,015 6,015

利益剰余金 9,488 21,609

自己株式 △254 △12,112

株主資本合計 18,785 19,048

評価・換算差額等

為替換算調整勘定 △61 △59

評価・換算差額等合計 △61 △59

新株予約権 544 337

少数株主持分 58 －

純資産合計 19,326 19,326

負債純資産合計 76,778 72,241
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年５月21日
　至　平成22年２月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年５月21日
　至　平成23年２月20日)

売上高 139,052 145,166

売上原価 106,324 112,178

売上総利益 32,727 32,987

販売費及び一般管理費 ※1
 27,711

※1
 28,900

営業利益 5,016 4,086

営業外収益

受取利息 31 26

その他 16 27

営業外収益合計 48 53

営業外費用

支払利息 109 58

支払手数料 10 8

為替差損 － 29

その他 18 17

営業外費用合計 138 113

経常利益 4,925 4,026

特別利益

固定資産売却益 0 －

貸倒引当金戻入額 － 10

賞与引当金戻入額 － 17

役員賞与引当金戻入額 － 6

特別利益合計 0 34

特別損失

減損損失 ※2
 397 －

固定資産除却損 16 112

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 808

その他 27 39

特別損失合計 441 961

税金等調整前四半期純利益 4,484 3,099

法人税、住民税及び事業税 1,838 2,045

法人税等調整額 120 △85

法人税等合計 1,958 1,960

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,139

少数株主利益 － 5

四半期純利益 2,525 1,134
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年11月21日
　至　平成22年２月20日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年11月21日
　至　平成23年２月20日)

売上高 45,552 49,785

売上原価 35,018 38,319

売上総利益 10,533 11,465

販売費及び一般管理費 ※
 9,126

※
 9,646

営業利益 1,407 1,818

営業外収益

受取利息 8 7

その他 7 7

営業外収益合計 15 15

営業外費用

支払利息 31 16

支払手数料 0 1

為替差損 － 6

その他 6 8

営業外費用合計 38 32

経常利益 1,383 1,801

特別利益

固定資産売却益 0 －

貸倒引当金戻入額 － 10

その他 － 0

特別利益合計 0 11

特別損失

固定資産除却損 10 109

その他 25 20

特別損失合計 35 129

税金等調整前四半期純利益 1,348 1,683

法人税、住民税及び事業税 278 789

法人税等調整額 116 138

法人税等合計 395 928

少数株主損益調整前四半期純利益 － 754

少数株主利益 － 5

四半期純利益 953 748
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年５月21日
　至　平成22年２月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年５月21日
　至　平成23年２月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,484 3,099

減価償却費 467 510

ソフトウエア償却費 1,668 2,252

長期前払費用償却額 87 163

減損損失 397 －

のれん償却額 389 406

株式報酬費用 64 206

貸倒引当金の増減額（△は減少） 138 △57

退職給付引当金の増減額（△は減少） 120 155

引当金の増減額（△は減少） 39 38

受取利息及び受取配当金 △31 △26

支払利息 109 58

固定資産除却損 15 106

固定資産売却損益（△は益） 8 1

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 808

売上債権の増減額（△は増加） 5,629 △901

たな卸資産の増減額（△は増加） △186 673

未収入金の増減額（△は増加） △807 106

仕入債務の増減額（△は減少） 183 1,041

未払金の増減額（△は減少） △119 △20

ファクタリング未払金の増減額（△は減少） 3,187 3,832

未払消費税等の増減額（△は減少） △514 471

その他 25 △24

小計 15,358 12,903

利息及び配当金の受取額 31 26

利息の支払額 △124 △75

法人税等の支払額 △3,748 △2,457

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,517 10,396

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △253 △200

ソフトウエアの取得による支出 △2,531 △1,451

長期前払費用の取得による支出 △154 △259

差入保証金の差入による支出 △57 △79

差入保証金の回収による収入 32 35

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ ※2
 △537

その他 4 2

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,959 △2,491
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年５月21日
　至　平成22年２月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年５月21日
　至　平成23年２月20日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 298 －

短期借入金の返済による支出 △67 △473

長期借入金の返済による支出 △4,720 △3,756

リース債務の返済による支出 △5 △15

自己株式の処分による収入 70 0

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △929 △1,396

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,354 △5,642

現金及び現金同等物に係る換算差額 △30 △22

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,173 2,240

現金及び現金同等物の期首残高 11,191 14,421

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 14,365

※1
 16,662
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年５月21日
至　平成23年２月20日）

１．連結の範囲に関する事

項の変更

(1)連結の範囲の変更

　第２四半期連結会計期間より、新たに取得した株式会社アルファパーチェスを連結

の範囲に含めております。

(2)変更後の連結子会社の数

 　６社

２．会計処理基準に関する

事項の変更

(1)資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準

第18号　平成20年３月31日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。 

　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益および経常利益はそれぞれ58百

万円減少し、税金等調整前四半期純利益は867百万円減少しております。また、当会計

基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は1,332百万円であります。 　

(2)企業結合に関する会計基準等の適用 

　第２四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21

号　平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　

平成20年12月26日）および「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適

用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）を適用しております。　

　

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年５月21日
至　平成23年２月20日）

（四半期連結損益計算書）

１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、　様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

２．前第３四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「為替差損」は、営業

外費用総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間より区分掲記することとしました。なお、前第３

四半期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「為替差損」は１百万円であります。

　

　　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年11月21日
至　平成23年２月20日）

（四半期連結損益計算書）

１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、　様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

２．前第３四半期連結会計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「為替差損」は、営業

外費用総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしました。なお、前第３

四半期連結会計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「為替差損」は０百万円であります。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年５月21日
至　平成23年２月20日）

１．たな卸資産の評価方法 　当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算定に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会

計年度末の実地棚卸高を基礎として、合理的な方法により算定しております。

２．固定資産の減価償却費の

算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分

して算定する方法によっております。

３．法人税等の算定方法 　法人税、住民税及び事業税等の算定については、納付税額の算出にあたり加味する加減

算項目や税額控除項目を重要なものに限定する等一部簡便的に処理をしております。

４．繰延税金資産の算定方法 　一部の子会社について、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度

末以降に経営環境等および一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるた

め、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックスプランニングを利用す

る方法によっております。

　

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年２月20日）

前連結会計年度末
（平成22年５月20日）

※　有形固定資産の減価償却累計額 5,440百万円 ※　有形固定資産の減価償却累計額 4,250百万円
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（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年５月21日
至　平成22年２月20日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年５月21日
至　平成23年２月20日）

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目および金額は次

のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目および金額は次

のとおりであります。

販売促進引当金繰入額 378百万円

退職給付費用

貸倒引当金繰入額

151

170

 

 

業務委託費 5,711 

　

※２　減損損失の内訳は次のとおりであります。

　場所　　 用途　 　種類 　減損損失

東京都

江東区　

個人向け

ＥＣサイト

　

有形固定資産

ソフトウエア

ソフトウエア仮勘定

投資その他の資産

「その他」　　

397百万円

　

　　　当社グループは物流センターごとに資産をグルーピン

グしており、本社設備等のその他の資産については共

用資産としております。上記資産は、個人向け通信販売

事業「ぽちっとアスクル」にて使用しておりました

が、当該事業を平成22年２月に当社100％子会社アスマ

ル株式会社へ承継することに伴い、今後の利用見込が

なくなったため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、

当該減少額を減損損失（397百万円）として特別損失

に計上いたしました。

　　　なお、回収可能価額は正味売却価額を使用しておりま

す。　

　　　減損損失の内訳は次のとおりであります。

有形固定資産 1百万円

ソフトウエア

ソフトウエア仮勘定

308

57

 

 

投資その他の資産「その他」 30 

販売促進引当金繰入額 353百万円

退職給付費用

貸倒引当金繰入額

159

7

 

 

業務委託費 4,959 

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年11月21日
至　平成22年２月20日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年11月21日
至　平成23年２月20日）

※　販売費及び一般管理費の主要な費目および金額は次の

とおりであります。

※　販売費及び一般管理費の主要な費目および金額は次の

とおりであります。

販売促進引当金繰入額 122百万円

退職給付費用

貸倒引当金繰入額

48

116

 

 

業務委託費 1,790 

販売促進引当金繰入額 122百万円

退職給付費用

貸倒引当金繰入額

53

△42

 

 

業務委託費 1,560 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年５月21日
至　平成22年２月20日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年５月21日
至　平成23年２月20日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年２月20日現在） （平成23年２月20日現在）

現金及び預金勘定 14,365百万円

現金及び現金同等物 14,365 

 

現金及び預金勘定 16,662百万円

現金及び現金同等物 16,662 

　

※２　株式の取得により新たに連結子会社となった会社の

資産および負債の主な内訳

　　　株式の取得により新たに株式会社アルファパーチェス

を連結したことに伴う連結開始時の資産および負債の

内訳ならびに株式会社アルファパーチェスの取得価額

と株式会社アルファパーチェス取得のための支出（純

額）との関係は以下のとおりであります。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

流動資産 2,297

固定資産 464

のれん 860

流動負債 △2,484

固定負債 △28

少数株主持分 △52

株式会社アルファパーチェスの株式の取得

価額

1,056

前連結会計年度における株式取得のための

前渡金

△20

株式会社アルファパーチェスの現金及び現

金同等物

△498

差引：株式会社アルファパーチェス取得の

ための支出

537
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年２月20日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年５月21日　至　

平成23年２月20日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式　　　　　　　　　31,189千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　 150千株

 

３．新株予約権等に関する事項

　ストック・オプションとしての新株予約権

　　新株予約権の四半期連結会計期間末残高　　　提出会社　　544百万円

 

４．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年８月４日

定時株主総会
普通株式 931 30平成22年５月20日平成22年８月５日利益剰余金　

平成22年12月16日

取締役会
普通株式 465 15平成22年11月20日平成23年１月25日利益剰余金　

　

 ５．株主資本の著しい変動

　 自己株式の消却　

　当社は、平成22年12月８日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、自己株式を消却するこ

とを決議し、以下のとおり実施いたしました。これにより、利益剰余金および自己株式がそれぞれ11,850百万

円減少しております。

(1)消却した株式の種類 　普通株式

(2)消却した株式の総数 　7,000,000株

(3)消却日 　平成22年12月24日

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年11月21日　至平成22年２月20日）及び前第３四半期連結累計期間（自

平成21年５月21日　至平成22年２月20日）

　オフィス関連商品の販売事業の売上高および営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計および営業利益

の金額の合計額に占める割合が、いずれも90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略し

ております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年11月21日　至平成22年２月20日）及び前第３四半期連結累計期間（自

平成21年５月21日　至平成22年２月20日）

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90%を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を省

略しております。
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年11月21日　至平成22年２月20日）及び前第３四半期連結累計期間（自

平成21年５月21日　至平成22年２月20日）

　海外売上高は、連結売上高の10%未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当第３四半期連結累計期間（自平成22年５月21日　至平成23年２月20日）および当第３四半期連結会計期

間（自平成22年11月21日　至平成23年２月20日）　

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、国内および海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開する単位として「オフィス関連商品の販

売事業」と「その他の配送事業」の２つを報告セグメントとしております。

　「オフィス関連商品の販売事業」は、ＯＡ・ＰＣ用品、事務用品、オフィス生活用品、オフィス家具等の販売

事業であり、「その他の配送事業」は、企業向け小口貨物輸送サービスであります。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　当第３四半期連結累計期間（自　平成22年５月21日　至　平成23年２月20日）および当第３四半期連結会計

期間（自平成22年11月21日　至平成23年２月20日）　

　オフィス関連商品の販売事業の売上高および営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計および営業

利益の金額の合計額に占める割合が、いずれも90％を超えているため、オフィス関連商品の販売事業以外の

事業について重要性が乏しいことから、セグメント情報の記載を省略しております。

　

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

　

（金融商品関係）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はあり

ません。

　

（有価証券関係）

　該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。
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（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年11月21日　至　平成23年２月20日）

１．ストック・オプションに係る当第３四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名

　株式報酬費用（販売費及び一般管理費）　80百万円

　

２．当第３四半期連結会計期間に付与したストック・オプションの内容

　連結子会社　株式会社アルファパーチェス　

 平成22年自社株式オプション

 付与対象者の区分及び人数  新設分割時のアルファパーチェス株主 36名

 株式の種類別のストック・オプションの付与数  Ａ種種類株式　5,315.5株

 付与日  平成22年11月１日

 権利確定条件  権利確定条件の定めはありません。

 対象勤務期間  対象勤務期間の定めはありません。　

 権利行使期間

 自平成25年４月１日　至平成25年５月20日

 自平成26年４月１日　至平成26年５月20日

 自平成27年４月１日　至平成27年５月10日

 権利行使価格（円） 80,000円

 付与日における公正な評価単価（円）　（注） ―

　

 平成22年ストック・オプション

 付与対象者の区分及び人数  取締役３名、監査役１名、従業員74名

 株式の種類別のストック・オプションの付与数  普通株式　796株

 付与日  平成22年12月11日

 権利確定条件

（１）新株予約権者は、権利行使時において、当社及び子

会社の取締役、監査役もしくは従業員（従業員に準ずる

継続的契約関係にある者を含む）の地位にあることを

要する。ただし、取締役、監査役が任期満了により退任し

た場合、定年退職又は会社都合により退職した場合（懲

戒解雇による場合は除く）にはこの限りではない。

（２）その他の条件は、当社と新株予約権者との間で締

結する「新株予約権割当契約書」に定めるところによ

る。

 対象勤務期間  自平成22年12月11日　至平成24年12月11日

 権利行使期間  自平成24年12月12日　至平成32年12月10日

 権利行使価格（円） 80,000円

 付与日における公正な評価単価（円）　（注） ―
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 平成22年ストック・オプション

 付与対象者の区分及び人数  従業員 １名

 株式の種類別のストック・オプションの付与数  普通株式　95株

 付与日  平成22年12月11日

 権利確定条件

（１）新株予約権者は、権利行使時において、当社及び子

会社の取締役、監査役もしくは従業員（従業員に準ずる

継続的契約関係にある者を含む）の地位にあることを

要する。ただし、取締役、監査役が任期満了により退任し

た場合、定年退職又は会社都合により退職した場合（懲

戒解雇による場合は除く）にはこの限りではない。

（２）その他の条件は、当社と新株予約権者との間で締

結する「新株予約権割当契約書」に定めるところによ

る。

 対象勤務期間  自平成22年12月11日　至平成24年12月11日

 権利行使期間  自平成24年12月12日　至平成32年12月10日

 権利行使価格（円） 363,953円

 付与日における公正な評価単価（円）　（注） ―

　

 平成22年ストック・オプション

 付与対象者の区分及び人数  従業員 １名

 株式の種類別のストック・オプションの付与数  普通株式　90株

 付与日  平成22年12月11日

 権利確定条件

（１）新株予約権者は、権利行使時において、当社及び子

会社の取締役、監査役もしくは従業員（従業員に準ずる

継続的契約関係にある者を含む）の地位にあることを

要する。ただし、取締役、監査役が任期満了により退任し

た場合、定年退職又は会社都合により退職した場合（懲

戒解雇による場合は除く）にはこの限りではない。

（２）その他の条件は、当社と新株予約権者との間で締

結する「新株予約権割当契約書」に定めるところによ

る。

 対象勤務期間  自平成22年12月11日　至平成24年12月11日

 権利行使期間  自平成24年12月12日　至平成32年12月10日

 権利行使価格（円） 470,000円

 付与日における公正な評価単価（円）　（注） ―

（注）発行会社は非上場会社であるため、ストック・オプションの付与日における公正な評価単価をストック・

オプションの付与日における単位当たりの本源的価値と読み替えております。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年２月20日）

前連結会計年度末
（平成22年５月20日）

１株当たり純資産額 603.24円 １株当たり純資産額 611.85円

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年５月21日
至　平成22年２月20日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年５月21日
至　平成23年２月20日）

１株当たり四半期純利益金額 81.41円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
81.29円

１株当たり四半期純利益金額 36.54円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
36.50円

　（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年５月21日
至　平成22年２月20日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年５月21日
至　平成23年２月20日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（百万円） 2,525 1,134

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 2,525 1,134

期中平均株式数（千株） 31,024 31,038

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 48 34

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

                   　－                    　－

EDINET提出書類

アスクル株式会社(E03363)

四半期報告書

42/46



　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年11月21日
至　平成22年２月20日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年11月21日
至　平成23年２月20日）

１株当たり四半期純利益金額 30.72円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
30.68円

１株当たり四半期純利益金額 24.13円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
24.10円

　（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年11月21日
至　平成22年２月20日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年11月21日
至　平成23年２月20日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（百万円） 953 748

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 953 748

期中平均株式数（千株） 31,034 31,039

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 37 31

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

                   　－                    　－

　

（重要な後発事象）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年11月21日
至　平成23年２月20日）

（「東日本大震災」による損害の発生）

平成23年３月11日に発生した「東日本大震災」により、主に本社e-tailing centerおよび仙台ＤＭＣに損害が生じ

ましたが、本社機能を移転し、関東以西の物流センターの稼動により営業活動を継続しております。また、この地震に

伴う停電等により、商品の受発注・入出荷等に影響が出ておりますが、徐々に正常化に向かう見込みであります。な

お、今回の地震による当社グループの被害状況につきましては現在調査中であり、当社グループの営業活動に及ぼす

影響、修繕費用等の損害額は、現時点では未確定であります。

 

（リース取引関係）

　リース取引開始日が平成20年５月20日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借

取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第３四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は、前連

結会計年度末に比べて著しい変動はありません。 

　

２【その他】

平成22年12月16日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………465百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………15円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成23年１月25日

（注）　平成22年11月20日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年４月2日

アスクル株式会社
取締役会　御中 

 

あずさ監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 豊島　忠夫　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 栗原　幸夫　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアスクル株式会社の

平成21年５月21日から平成22年５月20日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年11月21日から平成22年

２月20日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年５月21日から平成22年２月20日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アスクル株式会社及び連結子会社の平成22年２月20日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）　１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が保管しております。

　　　　　２　四半期連結財務諸表の範囲には、XBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年４月１日

アスクル株式会社
取締役会　御中 

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 豊島　忠夫　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 栗原　幸夫　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアスクル株式会社

の平成22年５月21日から平成23年５月20日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年11月21日から平成23

年２月20日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年５月21日から平成22年２月20日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アスクル株式会社及び連結子会社の平成22年２月20日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　追記情報

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社グループは平成23年３月11日に発生した東日本大震災により、主に本社

e-tailing centerおよび仙台ＤＭＣに損害が生じている。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）　１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が保管しております。

　　　　　２　四半期連結財務諸表の範囲には、XBRLデータ自体は含まれていません。
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